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＜施設部長・センター長＞平野 

＜職員＞村石   

＜コーディネター＞日向  永野  高木  濱名  新里  鈴木 

※新しいスタッフは次回お知らせします。 

 

3 年間、ありがとうござい

ました。イキイキと活動し

ている利用者さんの姿を見

ると、「頑張らなくては！」

という気持ちになりまし

た。職員も、コーディネー

ターも、そして利用者のみ

なさまも温かい育成センタ 

 

 

沢山の出会いがあった２年

間でした。行届かない点も多々

あったかと思いますが、皆さま

に心より感謝して、卒業いたし

ます。これからも、育成センタ

ーをよろしくお願いします。皆

さまの益々のご活躍を祈りつ

つ…＜斎藤＞ 

 

コーディネーターの栗原です。

3 月いっぱいで退職致しました。

職場の方と利用者の皆さまに可

愛がっていただき、良きお付き合

いをして下さり、感謝申し上げま

す。長い間、どうもありがとうご

ざいました。＜栗原＞ 

 

5 年間、大変お世話になりま

そして講座で、活動や学びに真

剣な皆さんの姿に出会い、毎日

新鮮で身が引き締まる思いでし

た。4 月から総務課に異動しま

す。引き続き、育成センターを

どうぞよろしくお願いします。 

 

した。窓口で、 

 

ーが大好きです。＜霜田＞ 

 

 

＜七澤＞ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日曜日の朝、ふとんの中でＮＨＫラジオを聞いて

いると、フォーク・シンガーのなぎら健壱さんがホ

ストを務める「あの頃のフォークが聞きたい」（2014

年 3 月 30 日に終了）という番組が始まる。夢うつ

つで聞くフォーク・ソングは青春時代の甘くてほろ

苦い思い出が甦る時でもある。 

フォーク・ソングを初めて聞いたのは、小学校５

年生の頃だったと思う。同級生の家で最新のステレ

オ装置から聞いた曲が、「ピーター・ポール&マリー

（通称：PPM）」の「パフ(Puff)」だった。小さな子

ども程もある大きなスピーカーから流れ出る音は、

まるでスピーカーの箱の中で妖精たちがギターを

弾きながら歌っているのではないか、と錯覚させる

ほど臨場感あふれるものだった。 

 高校時代、高石友也の「受験生ブルース」は大学

受験を控えていた先輩たちが自虐的に歌っていた

曲である。岡林信康の「友よ」やザ・ブロードサイ

ド・フォーの「若者たち」は文化祭やキャンプファ

イヤーでよく歌った曲である。はしだのりひことク

ライマックスの「花嫁」は大好きだった関西テレビ

の「西条凡児の『娘をよろしく』」のテーマソング

であり、遠い所に住む女性に片思いしていた頃、夜

汽車の中でひとり口ずさんでいた歌でもある。＜ジ

ャズおやじ＞にとってフォーク・ソングは、その当

時の思い出を現実以上にロマンチックにさせてく

れる音楽である。 

 フォーク・ソングと言えば、馬車道にフォーク酒

場「●●●Ⅱ」という場所があるのをご存知だろう

か？自分が好きなフォーク・ソングをお店のステー

ジでギターを弾きながら歌うことができる店だそ

うだ。かつてこのお店は「ニュー・ストーク」とい

うジャズライブのお店があった所である。まだお邪

魔したことはないが、フォーク・ソングのメロディ

を聴きながら、大好きなハイボールを片手に青春時

代の思い出を反芻するのも悪くはない。 

＜ジャズおやじ＞

                                                                  

 

【お申込み/お問合わせ】※感想や情報をお寄せ下さい。 

横浜市青少年育成センター TEL:045-664-6251  FAX:045-664-6254  E-mail:ikusei@yokohama-youth.jp 

  

～育成センター利用者さんの活動やインタビューをご紹介します！～ 

『ヨコヨコベリー』（第 2 研修室利用） 

ベリーダンス仲間です。発表会などがあります。 

                              （ラシーダの子分さん  談） 

               

 

3 月 5 日（土）に横浜市青少年交流センターで第 26 回「子ど

も会書道展」が開催されました。 

横浜市子ども連絡協議会では、小中学生の健全育成をめざし、

書道を通じて子どもたちの交流をはかり、作品を通して親睦を深

めるとともに書道に対する意欲を盛り上げ、書道文化の奨励をは

かっていくことを目的とし、毎年書道展を開催しています。優秀

作品には、市長をはじめとして各団体から賞状が授与されます。 

今年も多くの作品が展示され、たくさんの方に鑑賞していただ

きました。 

 

『第 26 回子ども会書道展』 

横浜市青少年交流センター（ふりーふらっと野毛

山）は平成 28 年 3 月 31 日をもって閉館しました。

新たに桜木町駅前のぴおシティ 6Fに青少年の交流の

場としてオープンしましたので、引き続きご利用を

お待ちしています。 

【詳しくはＨＰをご覧ください。】 
  

【開  始  日】平成 28 年 4 月 1 日 

【場   所】桜木町ゴールデンセンター 

（通称：ぴおシティ）6 階 

【利 用時 間】9：00～22：00 

【休  館  日】毎月第 1 日曜日（変更になる場合あり） 

            年末年始（12 月 29 日～1月 3 日） 


